



















































A Tentative Plan for Acquisition of Feeling of Musical Function 
in Elementary School Music





















































































「ゆれ」のプロセス 安定　　　　　　  不安定　  　　　　　安定
「ゆれ」の力性
（弛緩）　　　 　　  （緊張）　　   　　　（弛緩）
情動 高揚　　　　　　　 鎮静
表出 デュナーミク Cresc.                    dim.
アゴーギク accel.                       rit.
【図3】ゆれと表情（島岡1998）
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は、2つまたは5つの選択肢からの選択あるいは自由
記述により回答を求めた。
（3）アンケートの概要（資料1）
①【基礎調査】音楽経験について（2つからの選択）
1.  ある
2.  ない
②【調査1：ピアノ使用】『5u－1』を聴いたときのイ
メージ（5つからの選択）
1.  何かが始まるイメージ
2.  終わるイメージ
3.  これから続くイメージ
4.  わからない
5.  その他（自由記述）
③【調査2：ピアノ使用】『5u－1』と『4－1』を聴き
比べた時の強い和声進行の選択（5つからの選択）
1.  A『5u－1』
2.  B『4－1』
3.  どちらともいえない
4.  わからない
5.  その他（自由記述）
なお、本調査の実施と回収は、2012年10月～11
月の間の授業（音楽）内で行った。
（4）結果
①音楽経験の有無ついて
これまでに（または現在を含む）学校の授業以外で
「ピアノを習っていた（いる）」、「吹奏楽部に入って
楽器を吹いていた（いる）」など、「音楽経験があるか」
の問いに対して、「ある」と答えた学生は95名（53％）、
「ない」が84名（47％）であった（図4）。
②『5u－1』を聴いたときのイメージについて
『5u－1』を聴いたときのイメージについて」の問
いに対して、「終わるイメージ」と答えた学生が133
名（74％）で最も多く、「何かが始まるイメージ」が30
名（17％）、「これから続くイメージ」が8名（4.5％）、
「わからない」が8名（4.5％）と続いた（図5）。
③『5u－1』と『4－1』を聴き比べた時の強い和声
進行の選択について
「『5u－1』と『4－1』を聴き比べた時の強い和声
進行の選択について」の問いに対して、「A『5u－1』」
と答えた学生が92名（51％）で最も多く、「B『4－1』」
が44名（25％）、「どちらともいえない」が25名（14％）、
「わからない」が17名（9％）と続いた（図6）。
（5）考察
「『5u－1』を聴いたときのイメージについて」の問
いに対して、「終わるイメージ」と答えた学生が133名
（74％）で最も多かったことから、導音および第7音
の2つの限定進行音を含む「5u」 から「 1」への和声
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【図4】音楽経験の有無について
【図5】調査1：『5u－1』を聴いたときのイメージについて
【図6】調査2：『5u－1』と『4－1』を聴き比べた時の強い
　　  和声進行の選択について
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進行には、強い終結感があり、それを「終わるイメー
ジ」とする音楽的機能感を多くの学生が感じているこ
とがわかった。
しかし、「『5u－1』と『4－1』を聴き比べた時の強
い和声進行の選択について」の問いに対して、おお
むね半数の学生が『5u－1』を強い和声進行と感じて
はいるが、強弱という観点でのイメージとして、「どち
らともいえない」、「わからない」と回答した学生が42
名（23％）いたことから、限定した和声進行では聴覚
的に確定した判定が困難であることがわかった。
また、音楽経験においては、「ある」「ない」がそれ
ぞれ半数程度であったが、音楽経験の有無に関わ
らず、調査1および調査2の結果に違いはほとんど
見られなかった（図7-10）。この結果から、とくに音楽
経験を有することが音楽的機能感の獲得にきわめて
結び付きやすいとは考えにくいことがわかった。
音楽経験の有無に関わらず、これまでの学校等
の教育機関での音楽に関する体験やCD、テレビや
ゲームなどのメディアから流れてくる音楽を聴くことな
どの日常的な音楽との接点などにより、自然と音楽的
機能感が備わっていったと考えられる。
Ⅳ　幼児期における音楽環境
幼稚園での生活の中で、主に歌唱のために使用
されている作品 4）の旋律に伴う和声進行のほとんど
が「D－T」、「S－T」、「D2－D－T」で作成されて
いることから、幼児期から日常的に西洋音楽のエクリ
チュールで創られた音楽の環境下に置かれていた、
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【図7】調査1：音楽経験「あり」 【図8】調査1：音楽経験「なし」
【図9】調査2：音楽経験「あり」 【図10】調査2：音楽経験「なし」
【図11】終止における機能進行
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あるいは置かれていることになる。その中でも、作品
の最後の終止においては、「D－T」「D2－D－T」
の和声進行による終止が多いことから、「D－T」を含
む連結が終止感を与える一つの要因であると考えら
れる（表1）（図11）。
Ⅴ　小学校音楽教材への「ゆれ」の導入に　
　  向けて
1．音楽作品と「ゆれ」の関係
従来から和声は「和音を組み合わせて和声となる」
という考え方が一般的であったが、「ゆれ」の理論で
は「ゆれが和声を生み出す」12）という考え方で、分析
にあたり説明が困難とされたことも、「ゆれ」の理論で
は説明が可能となる。
フランス近代音楽の作品が従来の和声概念から
逸脱しているとされ、古典派の音楽やロマン派の音
楽の作品と同様の和声分析が困難とされていた。福
田（2010）は「『ゆれの理論』から見たDebussy音
楽の分析」13）において、和声分析が困難とされた
Debussyの作品も調性音楽であることを証明した。つ
まり、「ゆれ」が音楽の本質であるのではないかと考
えられるからこそ分析が可能となったのである。
『5u－1』の限定した和声進行は「D―T」の「ゆ
れにもとづく解決進行」を意味しており、「終わったイ
メージ」と感じることは、そこから「緊張―弛緩」という
力性感覚から生じる音楽的機能感が得られたからと
考えられる。
2．楽譜とイメージについて
大学生のアンケート調査により、『5u－1』の和声
進行については、「終わったイメージ」と感じている学
生が多かったことから、聴覚的には音楽的機能感が
備わっていると思われる。さらに、幼児期に歌う幼児
歌曲などは、西洋音楽のエクリチュールに基づき創
作された作品で多くを占めていたことが調査および和
柳田　憲一
【表1】「幼稚園で歌われている曲」の上位50曲の和声分析5）
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声分析の結果で明らかになっている。しかし、音を出
す以前に楽譜上に書かれた音から響きを聴き取ること
は、音楽経験者においても困難を有する一面でもあり、
さらに音楽的機能として結びつけるには、より専門的
で高度な学習および能力が必要とされることになる。
楽譜を演奏するにあたり、演奏のきっかけとなる根
拠の一つとして作品分析が挙げられる。作品の分析
では、音楽理論的分析として「和声」、「調」、「形
式」など、音楽学的分析として「歴史」、「美学」など
さまざまな角度から行われるが、例えば「形式」を分
析すると次のようになる（譜例9）。
この作品の構造は、1～4小節が「a」、5～8小節
が「a」の反復を基本とし、終わり2小節を変形させた
「a’」、9～12小節が新規に出現する旋律で「a」と
対照的な「b」、13～16小節が5～8小節を再現した
「a’」となり、「A（a-a’）B（b-a’）」の二部で作成され
た二部形式の作品であることがわかる。島岡は、作
品構造の分析において、全体の流れを示す「力性プ
ロセス」を力性グラフによる図式化として試みている。
この図式化により、作品の全体構造が視覚的に理解
しやすくなる（図12）。
さらに、楽譜と図式を併用することより、全体構造と
ともに旋律動向も捉えやすくなる（図13）。
このように、図式の併用が音楽を理解するための
一つの補助となるとしたら、「和音（和声）のゆれ」を
図式化し、楽譜と併用した教材として活用することで、
図式による視覚的および聴覚的な一致に伴う音楽的
機能感の獲得および表現が容易になるのではないか
と考え、とくに早期段階で必修として学習する小学校
音楽からの導入を提案するものである。
【図13】「ちょうちょう」の楽譜と図式の併用
【図12】「ちょうちょう」の図式化
【譜例9】「ちょうちょう」の旋律楽譜14）
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Ⅵ　「ゆれ」に基づく音楽的機能感の獲得に
　　向けた力性グラフ活用の試案
1．和声進行の図式化と音楽的機能感としての
　  聴覚形成
準備段階として、主和音となる安定和音 1（T［ト
ニック］）と、旋律の流れの中でさまざまな「ゆれ」を
形成する主な「和音（和声）のゆれ」である4機能によ
る「D－T」、「S－T」、「D2－D－T」の図式を示し、
指導者の演奏をもとに聴覚と図式を一致させる訓練
を行い、部分的な音楽的機能感の獲得意識を高める
（図14）。
2．和声づけの簡略化と旋律への力性グラフの提示
4機能による「D－T」、「S－T」、「D2－D－T」の
音楽的機能感を獲得するにあたり、すでに作曲者に
より和声が定められているもの、あるいは複雑な和声
づけがされている作品については、作曲者の意図を
遵守しつつ可能な範囲で「D－T」、「S－T」、「D2
－D－T」の単純な「和音（和声）ゆれ」となるよう簡略
化および組み替えが必要となり、特定の和声が示さ
れていない作品についても、可能な範囲で「D－T」、
「S－T」、「D2－D－T」の単純な「和音（和声）ゆ
れ」となるよう和声づけをする必要がある。
また、旋律と「和音（和声）ゆれ」の一致、いわゆ
る「適しているとされる和声づけ」が力性感覚を得る
要素の一つとなるため、先行実施として安定和音 1（T
［トニック］）が「ゆれ」を起こさない不自然な和声づ
けにより、旋律と和声づけの不具合を感じさせ、図式
とともに「適しているとされる和声づけ」による演奏を
行い、音楽的機能感の獲得へと導く。
ここでは、小学校学習指導要領（音楽）で示して
いる歌唱共通教材から第2学年の教材である「春が
柳田　憲一
【図14】「和音（和声）のゆれ」の図式化
【図15】「春がきた」の力性グラフ
【譜例10】「春がきた」の簡易和声づけ
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きた」を例に、簡略化した和声づけ（譜例10）による
「和音（和声）のゆれ」を図式化した力性グラフを楽
譜とともに提示する（図15）。また、第1学年から第
6学年までの歌唱共通教材のうち、西洋音楽のエク
リチュールに基づいた和声づけによると思われる作
品について、力性グラフを作成し参考として掲載する
（資料2）16）。 
Ⅶ　おわりに
子どもが自然と言語を獲得していく中で、周りの環
境からの影響はきわめて高いと思われる。音楽にお
いても、「どのような環境で」、「どのように音楽を」、
あるいは「どのような音楽に」接してきたかにより、音
楽に対する感じかたも多様となる。しかし、他国の「言
語」が理解できなくても、他国の「音楽」については、
歌詞は理解できなくても、音楽そのものとして受け入れ
る傾向があることから、そこには言葉の壁を超えた人
類共通の「何か」があると考えられる。
島岡は「『音楽』は『言語』と同じ『コミュニケーショ
ン』の一種と考えられ」、さらに「音楽コミュニケーショ
ンが成り立つためには、作曲者と聴き手とが同一の
『音楽言語コード』を共有しなければならない」17）と
している。もし人類共通の「何か」が「音楽言語コー
ド」であるならば、「音楽言語コード」の解明によって
初めて的確な音楽学習が可能となるのではないか。
このことから、「ゆれ」の理論が「音楽言語コード」
を解明する手段となるとしたら、音楽学習の過程で、
「ゆれ」を導入していくことも重要な方法の一つとなる
であろう。
今回、試案の段階ではあるが、今後、実践研究、
検証を行い、音楽教育における新たな指導方法およ
び表現方法の一つとしての研究を継続していきたい。
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